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本研究では、既存の清掃船に搭載する機械式の回収装置を
用いない、簡易的な構造で水面の浮遊物を容易に回収できる
船舶の回収性能を把握する手段として、流出油やゴミ等を取り
込めるのに適した双胴船を基本とした船型に、河川等の開水
路やダム等で流水を制御するのに用いられる可動式堰を応用
した全く新しい構造の水面清掃船の実用化を目指している。
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